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A. 研究目的 

小児がん拠点病院を軸とした小児がん医

療提供体制のあり方を検討するために、

小児がん患者の動態調査を行う。 

小児がんに関する臨床研究を活発化す

る。 

 

B. 研究方法 

関東甲信越地域ブロックの連携協議会

に参加している小児がん診療施設の小

児がん関係の公開資料から症例数の変

化の分析を行った。今年度は小児血液

がん学会の疾患登録データと院内がん

登録のデータも用いて分析を行った。 

 

（倫理面への配慮） 

研究はすべてヘルシンキ宣言に則って行

われる。患者の個人情報は一切、病院外

に漏れることはない。 

 

C. 研究結果 

関東甲信越地域は日本の小児がん患者

のおよそ 40%を診療していた。全国がん

登録データから、東京都の小児がん患

者は関東甲信越地域の 27%を占めてい

るが、実際の診療病院ベースでは 45%の

小児がん患者が近隣県から集まってい

た。小児がん拠点病院の診療する小児

がん患者数は増加傾向にあり、緩やか

に集約化が進んでいることが分かった。

しかし集約化という観点ではブロック

全体の 35%の患者を診療しているにす
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ぎなかった。 

 

D. 考察 

小児がん拠点病院制定後緩やかに拠点

病院への集約化が進んでいることが分

かった。しかし集約化という観点では

ブロック全体の 35%の患者を診療して

いるにすぎず、全体としての小児がん

診療のレベルアップのためには拠点病

院以外の診療施設との連携が重要であ

る。 

 

E. 結論 

小児がん拠点病院制定後緩やかに拠点

病院への集約化が進んでいるがブロッ

ク全体の 35%の患者を診療しているに

すぎず、全体としての小児がん診療の

レベルアップのためには拠点病院以外

の診療施設との連携が重要である。 
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なし 
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